
近隣市における総合計画の概要 
 

市 計画 期間 将来像 人口目標 基本構想・目標 基本計画 

岡崎市 第 7次 総合政策指針 

30年後 

分野別指針 

令和 3年～令和 12年(10) 

一歩先の暮らしで三河を拓く 

中枢・中核都市岡崎 

 

500,000人 

（2050年） 

 

＊策定時点 

385,823人 

（2021.4） 

＜基本指針＞ 

①公民連携による成長戦略の推進 

②コンパクトな都市構造の構築 

③まちへの誇りが育まれる社会づくり 

④周辺都市との連携の構想 

＜分野別指針＞ 

①暮らしを支える都市づくり（都市インフラ） 

②暮らしを守る強靱な都市づくり（防災・強靭化） 

③持続可能な循環型の都市づくり（環境・農村村） 

④多様な主体が協働・活躍できる社会づくり（地域社会） 

⑤健康で生きがいを持って活躍できる社会づくり 

（保健・医療・福祉） 

⑥女性や子供がいきいきと輝ける社会づくり 

（子育て・男女共同参画） 

⑦誰もが学び活躍できる社会づくり（教育・文化） 

⑧商業と観光が成長産業となる地域経済づくり 

（商業・観光） 

⑨ものづくりが柱でありつづける地域経済づくり（工業） 

⑩スマートでスリムな行政運営の確立 

（行政・パートナーシップ） 

西尾市 第 8次 基本構想 

 令和 5年～令和 14年(10) 

基本計画 

 令和 5年～令和 9年(5) 

 ＊令和 9年に中間見直し 

もっとワクワクするまち 

にしお 

 

173,150人 

（2032年） 

 

＊策定時点 

170,228人 

（2023.4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜基本目標＞ 

①新たな魅力に挑戦するまち 

②誰もがほっとする 持続可能なまち 

③ともに楽しみ、ともに学び、ともに夢みる

まち 

④健康をつなげ 幸せがつながるまち 

⑤いのちを守る 暮らしを守る 環境を守

るまち 

⑥誰もがキラキラと輝き、誇り・愛着の持て

るまち 

＜にしおワクワク戦略＞ 

①新たな魅力の創造 

②新たな活動の創造 

③新たなシステムの創造 

④新たな居場所の創造 

＊将来像を具現化するため、前期計画 5 年で重点的に取り組

む戦略 

 

＜分野別基本計画＞ 

①観光、歴史文化､スポーツ､商工業､農水産業･地域ブランド 

②道路、公共交通、市街地、公園・緑地、上水道、下水道 

③子育て、学校教育、生涯学習、子ども・若者の育成支援 

 

④地域医療､健康づくり､高齢者福祉、障がい者福祉、社会保障 

⑤自然環境、河川・海岸、地球環境、環境衛生、防災・災害対

策、防犯・交通安全、消防 

⑥パートナーシップ、DX、シティプロモーション、コミュニテ

ィ、行財政運営 

蒲郡市 第 5次 計画期間 

令和 3年～令和 12年（10） 

＊基本計画は、中間年次に

おいて必要に応じ見直しを

行う。 

豊かな自然 

一人ひとりが輝き 

つながりあうまち 

～君が愛する蒲郡～ 

77,000人 

（2030年） 

 

＊策定時点 

79,558人 

（2021.4） 

 

 

 

 

 

＜基本目標＞ 

①笑顔につながる豊かに暮らせるまちづくり 

（健康・福祉） 

＜まちづくり戦略＞ 

①快適な生活環境の充実 

②生涯活躍できる地域社会づくり 

③人を引き寄せる持続可能な地域づくり 

 

＜基本計画＞ 

①地域医療、子育て支援、高齢者福祉、健康づくり、障がい者

福祉、社会保障・保健分野、生活自立支援 

参考資料 



②人と文化を未来につなぐまちづくり 

（教育・文化） 

③豊かな自然とともに安心して住み続けら

れるまちづくり（安全・安心） 

④にぎわいと元気あふれるまちづくり（産

業） 

⑤人と人がつながり快適な暮らしを支える

まちづくり（都市基盤整備） 

⑥市民とともに歩むまちづくり 

（地域・行財政） 

 

②学校教育、スポーツ、文化芸術、生涯学習 

 

③防災・減災、消防・救急、環境保全・生活衛生、交通安全・

防犯、循環型社会形成 

④観光、商業・サービス、工業、農林業、水産業、ボートレー

ス 

⑤公共交通、道路、下水道、港湾・河川・海岸、市街地整備・

都市景観、住宅環境、水道水の安定供給 

⑥地域コミュニティ活動、市民協働、男女共同参画、多文化共

生、公共施設の適正な管理、行財政運営、拓かれた市政、行

政のデジタル化 

刈谷市 第 8次 

 

基本構想 

 令和 5年～令和 24年(20) 

基本計画 

 令和 5年～令和 14年(10) 

人が輝く 

安心快適な産業文化都市 

 

 

157,700人 

（2042年） 

 

＊策定時点 

152,428人 

（2023.4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜基本方針＞ 

①都市基盤 

 

②教育文化 

 

③産業環境 

④福祉安全 

＜重点戦略＞ 

２つの視点を踏まえ、５つの重点施策を掲げ、戦略的に取り組

んでいく。 

・視点 

①未来技術の活用 

②刈谷の魅力発信 

・重点戦略 

①若い世代や子育て世代への支援 

②魅力ある働く場の創出 

③にぎわいの創出 

④誰もが活躍できる社会の形成 

⑤安全に暮らし続けられる環境の整備 

 

＜基本計画＞ 

①市街地・住環境、道路・交通、公園緑地・緑化、治水・水辺

環境、上下水道 

②学校教育、生涯学習・青少年育成、スポーツ、歴史・文化・

観光交流 

③商工業、農業、環境 

④子育て支援、健康づくり、地域福祉、高齢者福祉、障害児・

者福祉、防災、生活安全、共存・協働 

安城市 第 9次 

 

全期間 

 令和 6年～令和 13年(8) 

前 期 

 令和 6年～令和 9年(4) 

後 期 

 令和 10年～令和 13年(4) 

 

ともに育み、未来をつくる 

しあわせ共創都市 安城 

 

 

具体的数値なし 

＊転出抑制、転入

促進を図ることで

人口増を目指す。 

 

＊策定時点 

188,010人 

（2024.4） 

 ＜重点戦略＞ 

重点戦略として「しくみ」「ちから」「ばしょ」を掲げ、行政分

野を横断して重点的に取り組むプロジェクトを設定。 

①子どもを育みやさしいしくみをつくる 

②子どもを育む確かなちからを蓄える 

③子供を育む安らぎのばしょを築く 

 

＜分野別計画＞ 

①子育て、学校教育、福祉、市民参加と協働 

②農業、商工業、観光・交流、文化芸術、健康・医療、スポー

ツ、生涯学習 

③都市基盤、住環境、防災・減災、生活安全、環境 



高浜市 第 7次 

 

基本構想 

 令和 5年～令和 14年(10) 

基本計画 

 前期・後期 各 5年 

 

人と想いが つなぐつながる 

しあわせなまち 大家族たかはま 

 

52,000人 

（令和 14年） 

 

＊策定時点 

49,222人 

（2023.4） 

＜基本目標＞ 

①手を取り合ってみんなでまちをつくろう

（ともに歩む） 

 

 

 

 

②みんなで学び、高め合い 高浜の未来を

育もう（ともに育む） 

 

 

 

③行きたい 住みたい 住み続けたい 魅

力がつながるまちをつくろう 

（ともに発展し続ける） 

④心も体も元気 毎日を笑顔で暮らそう 

（ともに安心して暮らす） 

＜個別目標＞ 

①・ずっと住み続けたいまちをみんなで一緒につくります 

 ・お互いを理解し、支え合い、誰もが地域の一員として活躍

できるまちをつくります 

 ・時間と場所を選ばない行政サービスを提供します 

 ・まちのことを知って、高浜市を応援したいという思いを育

みます 

②・多様な主体が子育ち・子育てを支えます 

 ・自分・仲間・社会の幸せのために学び続ける子どもを育み

ます 

 ・学びで人がつながり合いみんなで街を支える力を育みま  

  す 

③・暮らしを支える持続可能な都市を形成します 

 ・地域経済を活性化し、元気なまちをつくります 

 ・人と地球にやさしいきれいなまちをつくります 

④・その人らしく安心して生活できる地域共生のまちづくり

を進めます 

 ・一人ひとりと地域全体の健康づくりを応援します 

 ・防災・犯罪の意識が高いまちづくりを目指します 

知立市 第 6次 

（改

定） 

 

計画期間 

 平成 27年～令和 6年(10) 

 

輝くまち みんなの知立 

～安らぎ・にぎわう 

 住みよさを誇れるまち～ 

 

 

76,561 

(2040年) 

 

＊策定時点 

70,401人 

（2015年） 

 

 

 

 

 

＜基本目標＞ 

①人と環境にやさしく、健康で安心して暮

らせるまちづくり 

 

 

 

 

 

②人々が集う交流のまちづくり 

 

 

 

 

③時代を担う子どもを豊かに 

育むまちづくり 

④互いの人権を尊重し、思いやりの心を育

むまちづくり 

⑤芸術や文化を大切にするまちづくり 

⑥知立が輝くための仕組みづくり 

＜まちづくりの基本的な方針＞ 

①知立駅周辺の整備効果の本市全体への波及 

②子供や子育て世帯の暮らし安や向上 

③自助・共助・公助が息づく協働のまちづくり 

 

＜基本計画＞ 

①・安心して暮らせるまちづくり 

（防災・危機管理、地域の安全） 

 ・人にやさしいまちづくり 

（地域福祉、障がい者福祉、生活自立支援） 

 ・健康で暮らせるまちづくり 

（高齢者福祉･介護､健康保険･地域医療｡保健･健康づくり） 

 ・環境にやさしいまちづくり（循環型社会・ｴｺﾗｲﾌ） 

②・住みたくなるまちづくり 

（住宅・住宅地、道路、公園・緑地、上水道・下水道） 

 ・訪れたくなるまちづくり 

（知立駅周辺整備、公共交通、ｼﾃｨﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ・観光、産業

振興・雇用対策） 

③（子どもの健康づくり、子ども・子育て支援、子どもの学び

環境・学校教育） 

④（多文化共生、男女共同参画、人権） 

 

⑤（生涯学習、スポーツ、芸術・文化、歴史・文化財） 

⑥・市民が取り組む仕組みづくり 

（市民協働、市民参加、地域コミュニティ） 



 ・地域経営力のある行政づくり 

（行政運営、財政運営、広報・情報化） 

碧南市 第 6次 

 

計画期間 

 令和 3年～令和 12年(10) 

 

新たな力とともに創る 

笑顔と元気のみなまち へきなん 

 

 

75,000人 

（2030年） 

 

＊策定時点 

72,765人 

（2021.4） 

＜施策の大綱＞ 

①安心安全で住みやすいまち 

 

②人と文化が育ち、支え合うまち 

 

 

③都市の発展に向けた活力を生み出すまち 

 

④ともに創る自立あるまち 

 

＜まちづくり戦略＞ 

①市民とともにつくる災害に強いまち 

②産業と港を活かしたまちづくり 

③誰もが笑顔で元気に暮らせる賑わいのま

るまちづくり 

＜基本施策＞ 

①防災対策、防犯・交通安全、上下水・治水、公園・緑地、環

境・ごみ・エネルギー 

②就学前教育・子育て支援、学校教育、生涯学習・スポーツ、

芸術・文化、健康・医療、地域福祉・高齢者福祉・障碍者福

祉、社会保障 

③基盤整備、市街地整備・景観・住宅、農業・水産業、工業・

地場産業、商業・観光・公共交通 

④開かれた市政・広報戦略、市民協働・コミュニティ、行財政

運営 

みよし市 第 2次 基本構想 

 令和元年～令和 20年(20) 

基本計画 

 令和元年～令和 10年(10) 

＊基本計画を中間年で見直

し 

後期基本計画 

 令和 6年～令和 10年 

     

みんなで育む 笑顔輝く 

ずっと住みたいまち 

 

推計人口 62,800人 

（2028年） 

 

＊策定時点 

61,380人 

（2024.4） 

＜基本目標＞ 

①安心して子どもを産み育て、誰もが豊か

な心を育むまち 

 

 

 

 

②健康でいきいきと暮らせるまち 

 

 

 

③安全で安心して暮らせるまち 

 

 

 

④魅力と活力があふれるまち 

 

 

 

 

 

 

⑤自然環境と守り未来へつなぐまち 

 

 

 

⑥快適で暮らしやすいまち 

＜取組方針＞ 

①・安心してこどもを産み、育てられる環境にしよう 

  （子育て支援、家庭教育、地域で子育てを支える環境） 

・心豊かな子どもを育てよう 

 （小中学校教育、青少年健全育成） 

・文化に親しみ、交流が盛んなまちにしよう 

 （生涯学習､文化･芸術､広域交流､多文化共生､男女共同参画） 

②・豊かに暮らせるようにみんなで助け合おう 

  （地域福祉、高齢者福祉、介護、障がい者福祉） 

 ・生涯にわたって健康に暮らせるようにしよう 

  （地域医療、健康づくり、スポーツ、生がい・働きがい） 

③・地域で支え合い、災害に強いまちをつくろう 

  （防災・減災、消防） 

 ・交通事故や犯罪のないまちをつくろう 

  （交通安全、防犯） 

④・工業のさらなる成長を支えよう 

  （工業） 

 ・まちの賑わいや魅力を生み出そう 

  （商業、観光・魅力発信） 

 ・地域の農業と多面的機能を持つ農地を守り、次世代につな

げよう 

  （農業、地産地消） 

⑤・緑を守り育て、まちを美しくしよう 

  （緑のまちづくり、環境美化） 

 ・環境にやさしいまちにしよう 

  （地球環境の保全、循環型社会） 

⑥・生活の基盤が整ったまちをつくろう 



  （土地利用、河川、下水道） 

 ・便利で快適な住環境をつくろう 

  （公共交通、道路、市街地整備、景観） 

 ・多様な世代の定住・移住を促進しよう 

  （住まい、雇用対策） 

豊田市 第 8次 基本構想 

 2040年を展望 

実践計画 

 2021年～2024年(4) 

つながる つくる 

暮らし楽しむまち・とよた 

 

420,000人 

（2040年） 

＊策定時点 

421,280人 

（2021.4） 

＜目指す姿＞ 

①社会とのつながりの中で安心して自分ら

しく暮らす市民 

②魅力あふれる多様で個性豊かな地域 

③未来を先取る活力ある都市 

＜重点施策＞ 

①超高齢社会への適応 

②「ひと」と「しごと」が集まるﾐﾗｲへの投資 

③まちの課題解決力の強化 

＜基本施策＞ 

①安心して子育てができるまちの実現（子ども・子育て） 

②生涯を通じて学び・育ち、誰もが活躍できる街の実現 

（生涯学習） 

③誰もが健やかに安心して暮らせるまちの実現（健康・福祉） 

④市民の生命・財産が守られ、安全・安心に暮らせるまちの実

現（安全・安心） 

⑤多様な資源が生かされ、未来に挑戦する活力のあるまちの

実現（産業・観光・交流） 

⑥人と自然が共生する環境にやさしい町の実現（環境） 

⑦生活と産業を支える快適で質の高い町の実現（都市整備） 

⑧市民緑・地域力・企業遼・行政力が発揮される自立した地域

社会の実現（地域経営） 

 


